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This is 
definitely a Sauna

Open Seiling

to the Top floor

A place where 
anyone can easily enter

I want to put 
a Big plant in it

There is 
a Gym here

 Kitchen 
and 

Canteen

Renovation Plan ver 04

Spiral Staircase
 was a dream

I wish
there was 
a Cafe
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いま、神田で、
リノベーションオフィスで

働く理由。

39Special Issue Winter ‘25

TEXT・Taichi Ueda / Asako Inoue
PHOTO・Yuta Suzuki

リモートワークやオンライン会議が日常の景
色として習慣化し、ますますと多様化していく
働き方。

どこにいても仕事ができることで、このところ
問われていたのが、物理的に一箇所に集まっ
て働く「オフィス」の存在意義。

そんな流れに逆らうように、神田エリアではい
ま、新たにオフィスを構える企業が増えています。

001

なかでも目立つのが古いビルを活用したリノ
ベーションオフィス。

既存の建物そのものに宿る記憶や風合いを残
しながら、現在のデザインのエッセンスを加え
ることで、クリエイティブなオフィス空間に作り
替え、社員のコミュニケーションや自由闊達な
発想を引き出そうとする狙いです。

聞けば、建物空間の魅力もさることながら、お

祭りなど、活発な伝統行事や関係の濃い地域
コミュニティの存在も、神田エリアに拠点を構
える価値のひとつだといいます。

今回のgooddaysでは、神田エリアに新しくリ
ノベーションオフィスを構えた企業の経営者
たちに、その経緯を根掘り葉掘り聞きながら、
いまこの時代に必要なオフィスのありかた
や、企業からみた神田エリアの魅力を紐解き
ます。
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下町が良かったんです。神田は古い町並み
が残っていて、地元の前橋にも似たレトロな
風景がいいなと。オフィスの在り方を改めて
考えた時に、まちから受ける刺激は大切だ
と思いました。前のオフィスは駅前高層ビル
の最上階2フロアで、社員はみんな駅からオ
フィスへ直行。まちとの関わりは全くなく、富
士山やスカイツリーの眺望を楽しんでいる
かと言われると、見ている社員は誰もいな
い。それならば地に足の着いたまちを感じ

る場所で、ベンチャー精神を掻き立てるオフィスを作
ろうと思いました。

ものすごく気持ちが良いですよ。自由に内
装をやらせていただけて、クリエイティビ
ティを触発するオフィスに仕上がりました。
JINSは常に常識を壊して新しい価値やプロ
ダクトを生み出してきた会社なので、既存の
ビルを壊してつくったこのオフィスは、私達

の精神を体現している気がします。実は移転してから
業績も伸びていて、売上利益は過去最高に。だから

ショッピングやグルメを楽しめる、新旧入り混
じった神田錦町界隈。毎号テーマに沿って、こだ
わりのある人にインタビュー。神田のヒト・モノ・
コトに出会える情報チャンネルです。

メガネ販売本数日本一を誇る大企業が、神田の古いビルに本社を移転。
常にクリエイティブである続けるために、

田中CEOが下町を拠点に選んだ理由はなんだったのでしょうか。

株式会社ジンズホールディングス
代表取締役CEO 田中仁さん
1988年創業。2001年からアイウエアブランド「JINS」を展開し、
研究開発から生産販売まで一貫して自社で行う。低価格かつ豊
富でファッショナブルなデザイン、軽量の「Airframe」シリーズや、
ブルーライトカット眼鏡「JINS SCREEN」など機能的なメガネ
も次々と生み出されている。メガネ販売本数は日本一を誇る。
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働き方がどんどん変わるなかで、オフィスで
仕事をすることの意味や理由が必要だと思
いました。働き方は強制しないけれど、顔を
合わせて仕事をすることはとても重要。自宅
とは違う魅力があって、社員が来たくなるオ
フィスを作ろうとサウナやアートを取り入れ
ることにしました。サウナは心身を癒やすだ
けでなく、ミーティングに使う人もいます。ま
たアートは理屈では考えられないアウトプッ
トの結晶。どうしてこの表現になったのか、他

人が創り出したものを理解したり学んだり良いきっ
かけになる。個人的に気に入っているのは、5階の執
務エリアに設置した「ファブリカ デラリア®」という植
物のアート。空気をきれいにしてくれる機能を持って
いて、自然の摂理という面でも学ぶものがあります。
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神田も再開発が進むと聞いていますが、ぜ
ひ“人”を主役にした開発をしてもらえたら
と思っています。東京のあちこちで行われ
ている再開発を見ていると、そこで生活を
する人や働く人、地域に関わる人を軸にし
てやっているところがあまりないように感じ
ます。算数でまちをつくると、どこも似たまち
になってしまうんですよね。私はいまの神田
の下町感が好きなので、この風情を残しつ
つ、新しいアイデアがうまく合わさるといい

なと思います。

今
後
や
り
た
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実
際
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働
き
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地
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い
か
が
で
す
か
？

社員もきっと、私と同じ感覚でいてくれているんだと
思います。



9階にある「ARNE SAUNA（アーネサウナ）」
は、1人用とグループで使えるサウナの2種を
完備。サウナで整うと良いアイデアが出ると言
いますが、グループ用サウナの外気浴スペー
スにはホワイトボードも完備。実際にここで
ミーティングをする社員もいるそうです。ちな
みにJINSには耐熱温度が120度、サウナの中
でも曇りにくい「JINS SAUNA」なんてメガネ
も存在します。

オ
フ
ィ
ス
ツ
ア
ー

005 006

アイデアも整う。
社員専用サウナ

このオフィスのコンセプトのひとつが「美術館
の中で働く」というもの。社員のクリエイティビ
ティを刺激するために、アートを積極的に取り
入れています。3階の商談室フロアはギャラ
リースペース 「Gallery」になっていて、真っ白
な壁にたくさんのアートが。ちなみに社内の
アートはすべて、金沢21世紀美術館の館長で
あり世界的キュレーターでもある長谷川祐子
氏が監修しているという豪華さ！

定期的に作品が変わる
アートスペース

Renovation Point

Renovation Point

5階～8階をつなぐように、中央に設けられた巨
大な吹き抜け「オープンアートチューブ」。見上げ
ると側面のガラスにプリズムシートという、光を
虹色に反射するシートが貼られていて、打ちっぱ
なしのコンクリートと良いコントラスト。まるで美
術館の中にあるような大きな白い階段は、各フ
ロアの行き来を楽にしてくれる存在。社員の運動
不足解消にも一役買っているそうです。

フロアをつなぐ吹き抜け

Renovation Point

吹き抜けの一番下の部分に設置された
「Fabbrica dell’Aria®（イタリア語名：ファブリ
カ デラリア）」は、植物のフィルターとして空気
を浄化するというアート作品。手掛けているの
は、フィレンツェ大学の農学部教授であり、植
物神経生物学の権威でもあるステファノ・マン
クーゾ先生と、植物学者とデザイナーによるシ
ンクタンク「PNAT（ピナット）」。植物の生命活
動に思いを馳せてしまう美しい作品です。

植物の生命活動で
空気を浄化するアート

田中CEOの故郷である群馬県前橋市にロース
タリーがある「ONCA COFFEE」のスタンドが
オフィスの1階に。もちろん外部の人も利用で
き、広いテーブルでお弁当を食べている人もち
らほら。コーヒーはハンドピックで丁寧に選ん
だ生豆を焙煎していて、誰でも選びやすいよう
にとメインメニューがドリップコーヒーの
「KURO」か、ラテの「SHIRO」の二択になって
いるのもユニークです。

コーヒーのメニューは
「しろ」か「くろ」の二種類

Renovation Point

Renovation Point

JINSのオフィスも1階部分はまちにオープン。こ
の本棚も誰でも利用することができます。本は、
アイウエアブランドならではの「見る」という言
葉をテーマに、アートや食、ファッション、建築、
写真集などさまざまなジャンルから選書されて
いて、自由に読むことができます。隣には
「ONCA COFFEE」もあるので、ちょっと寄り道
でコーヒー＆読書タイムなんていいかもしれま
せん。

誰でもウェルカムな
エントランスの本棚

Renovation Point
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創業100周年を迎える今年、平河町から神田美土代町へ移転。
建築会社ならではの技術とアイデアを注ぎ、

築60年のビルがまちに開けた創造的なオフィスへ生まれ変わりました。

安井建築設計事務所
代表取締役社長 CEO 佐野吉彦さん
1924年に建築家の安井武雄によって設立された建築設計
事務所。大阪、東京、名古屋、九州、海外を拠点に、サントリー
ホールや、東京国立博物館などの文化施設をはじめ、病院、
商業施設など、幅広い分野の建築設計を手掛ける。

設計事務所としてのチャレンジです。新築ビ
ルに入れば移転は簡単だったんですが、内
装のアイデアを練ったり技術を工夫したり
と、手間をかけて創り上げることが大事だと
思いました。世の中的にも古くて時代を経た
建築物に対する関心が高まってきているん
です。古いビルに新しい価値を与える例を、
自分たちで作ることができて良かったと思
います。また美土代という場所は神田エリア

の隠れた名所。古くは都電の停留所があって、もっと
遡ると身分の高い武家屋敷が立ち並んでいたそう
で、土地の力も感じています。

社員が自ら考えて行動する、主体性を持っ
た集団になることが私達の目指す姿。この
オフィスが、各自のクリエイティビティを発揮
できる場所になればと名付けました。1階は
まちの人も入ることができるオープンスペー
スになっているのですが、例えばここで開催
するイベントを開催したり、社内の植栽を育
てるチームがいたり、フリーアドレスの流動
的なワークスペースだったり。余白を残した
オフィスにすることで、社員それぞれがやり

たいことに挑戦できるようになっています。

新
オ
フィ
ス
に
築
60
年
の
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ル
を
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ん
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し
て
で
す
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部署ごとで区切られていた以前のオフィス
とは違って、A地点からB地点に行くまでの
経路がいくつもあり、自由に動けることが生
理的にすごく心地良いです。社員同士の偶
発的なコミュニケーションも起こりやすくな
り、結果的に円滑に仕事が進みやすくなっ
ているのではないかと感じています。個人
的に気に入っているのは、2階から3階へ行

く階段。「あ、これ言っておこう」という話を伝えやす
くなりました。

新
オ
フィ
ス
の
良
い
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
！

地域とつながることやイベントが好きな社
員が集まっているので、引き続き神田祭は
もちろん、様々なイベントを企画したいで
す。平河町時代も年に数回音楽イベントを
開催していたので、ここでも重ねていきた
いですね。神田美土代のまちへ、良い空気
が波及していくようになったらうれしいで
す。このまちはなんというか、淋しくないま
ちなんですよ。スケール感がちょうど良くて、

誰も仲間外れにならない。きっと自分の好きな場所
が見つかると思うので、楽しいことが好きな方にぜ
ひいらしていただきたいですね。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
は

な
ん
で
す
か
？

「
美
土
代
ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
特
区
」と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
に
込
め
た
想
い
と
は
？
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1階のオープンスペースには立派なアイランド
キッチンを完備！日々のランチを作って食べた
り、社員数人で集まって料理をしたり、夜は居
酒屋的に使ったりしているのだとか。コーヒー
グラインダーなどもあり設備はかなり充実。「同
じ釡の飯を食う」と言いますが、食を囲むキッ
チンは、人と人とを結ぶのに欠かせない場所
です。

社員が自由に使える
キッチン

大きな階段を上がるとそこはオフィス。あえて
作りこまないデザインにしたそうで、むき出しの
天井や、コンクリートの梁に築約60年の歴史と
個性を感じます。大きな吹き抜けは開放感があ
り、オフィスに気持ちの良い空気が流れ込んで
いるようでした。周りにレイアウトされた植物が
さらに素敵で、移転時からすくすく大きく成長し
ているそう。すれ違う社員同士で会話が生まれ
る大切なスペースです。

オフィスへ続く階段

Renovation Point

Renovation Point

オフィスのエントランスでありながら、一般の人も
入ることができる1階のスペース。まちと会社がつ
ながるためのハブとなる「美土代クリエイティブ
特区」の最重要スポットです。授乳室が完備され、
子供を連れての出社も可能。社外の人も、打ち合
わせの前後などにここで仕事をしても良いそうで
す。ところどころに立っている「これみてCHECK 
POINT」の看板が面白いのでおすすめ。今後ど
んなイベントが開催されるのか楽しみです。

一般開放！まちに開けた
1階オープンスペース

Renovation Point

建築に「木を使う」ことに積極的に取り組んで
いる安井建築設計事務所。環境保全や先人た
ちが育んできた木の文化を見つめ直すことに
力を注いでいます。そんななかで社内の有志
によって生まれたのが「木チャー」というオリジ
ナルの木製家具。パーツを組み合わせること
で、テーブルや椅子など自在にトランスフォー
ムできるそうです。神田のまちのあちこちに、
木チャーがあったら楽しそうです。

木材を使って組み立て式
什器を開発中

社内の癒やしを担当しているのが、あちこちに
飾られた植物たち。社内のバイオフィリックデ
ザインチームがレイアウトからメンテナンスま
でを担っています。「バイオフィリック」とは、自
然に触れ合いたいという人間の欲求を満たす
デザインのこと。実際に植物の効果を実感でき
る場を、社内で実践しているんです。前のオフィ
スにあったキャビネットを再利用した植木鉢も
サスティナブルなgoodアイデア！

専門チームが
植栽をデザイン

Renovation Point

Renovation Point

1階に入ってすぐのところにあるこの棚。実は
「防水板」という防災用品を使って作られている
んです。豪雨や洪水などの時、建物に水が流れ
込むのを防ぐ板で、通常エントランスに設置さ
れるものではありますが、こんな風に本やフラ
イヤーをディスプレイするとは。「どちらにしても
置いておくなら活用しようというアイデアです
ね」とオフィスの設計を担当した杉木さん。建築
の専門家ならではの発想です。

防水板を利用した棚

Renovation Point

オ
フ
ィ
ス
ツ
ア
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テラススクエア
フォトエキシビション

2025年1月27日（月）～ 2025年5月23日（金）
開館時間8:00-20:00（最終日のみ19:00まで）

休館日 土日祝 入場無料20

テラススクエア
東京都千代田区神田錦町3-22
1F エントランスロビー

EVENT INFORMATION
Around Kanda Nishiki-cho

012

明治20年創業の老舗画材店。ブックカバーやしおり、
文豪が使っていた復刻版の原稿用紙など、本にまつわ
るアイテムも数多く揃える。

文房堂スタッフ有志による作品展です。何が展示されるか
お楽しみに。
11:00-18:30（最終日は17:00まで）
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N

Winter2025 

千代田区神田神保町1-21-1
03-3291-3442 
営業時間：10:00-18:30 （6階は18:00まで）

Bumpodovenue

自社で出版したzineやアートブックと、選書された様々なジャンルの
新刊本、zineなどが並ぶ書店。店内では国内外のアーティストの展示
も行い、クラフトビールやナチュラルワインを楽しめるバースペースも。

千代田区神田神保町1-41-1
三省堂第二ビル1階
月～金：13:00-22:00  土日祝：13:00-22:00

stacks bookstorevenue

3F / Bumpodo GalleryCafefloor

event B.S.A EXHIBITION～文房堂スタッフによる作品展～

period 2025/3/5Wed - 3/18Tue

Artist instagram: @marrket

event KTYL 個展

period 2025/1/17Fri - 1/27Mon

Artist instagram: @shinhamadastudio

event SHIN HAMADA 個展

period 2025/2/1Fri - 2/11Tue

Artist instagram: @kaidokenta

event KENTA KAIDO 個展

period 2025/2/14Fri - 2/24Mon

Artist instagram: @tactsato

event TACT SATO 個展

period 2025/3/20Thu - 3/31Mon

文房堂アートスクール生の合同作品展、会期の前半と後半で展示内容が
変更となります。 10:00～18:30（土曜日は15:00まで）
※日曜日は展示物の入れ替えの為、休廊となります。

4F / Bumpodo Galleryfloor

event 文房堂アートスクール 合同作品展

period 2025/2/10Mon - 2/15Sat, 2/17Mon - 2/22Sat

Dialogue with photography #4は、「Monochrome 
Diary/Landscape」をテーマに、アメリカ人フォトグラ
ファーのMatthew Genitempo、アイスランド在住の
フォトグラファーAgnieszka Sosnowska、日本で活
動する二宮正人と加藤孝司の4人によるテーマ展を
開催します。写真は日常を記録するという意味におい
て「日記」に例えることができます。あるいは、人が睡
眠時に見る「夢」はモノクロームであることが多いこと
が知られています。今回ご紹介する4名のフォトグラ

Dialogue with photography #4 

Monochrome Diary/Landscape
ファーは、モノクローム（白黒）で写真を撮影していま
す。それらが写し出すのは、日常でありながら、非日
常を感じさせる風景であり、ポートレートです。静けさ
をまとったこれらの写真から「夢」のイメージを想起す
る人もいるかもしれません。しかし、写真が扱うもの
は、まぎれもない「現実」でありながら、人間のイマジ
ナリーが生み出した想像上のものでもあります。その
ような相反するものと向き合う「写真」の在り方を本展
作品から感じることができるでしょう。

「
写
真
」
の
在
り
方
を
感
じ
ら
れ
る

作
品
た
ち
と
は
。
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